
※掲載内容は、スロベニアの報道をまとめたものです。  1 
 

 

 

政治 

【内政】 

●ＬＩＤＥは総選挙に出馬せず【１日】 

自由民主党（ＬＩＤＥ）党首であるゾルチッチ国民議

会議長は、４月２４日の総選挙への出馬を断念した。

ＬＩＤＥと年金者党（ＤｅＳＵＳ）は、２週間前に選挙協力

を発表したが、両党は共同候補者リストに合意できな

かった。ＬＩＤＥ理事会は総選挙では闘わず、大統領

選挙と地方選挙に集中することを決定した。ゾルチッ

チ議長は、小規模政党やゴロブ氏が率いる新党「自

由運動」などと交渉してきたが合意に達しなかった。 

ＤｅＳＵＳは１年以上前に連立与党を離脱したが、

同党議員たちは連立与党を支持し続け、党員の離脱

が相次いでいる。 

 

●２０２５年大阪・関西万博への出展を発表【３日】 

政府はポチヴァウシェク経済大臣に対し、３年後の

万国博覧会へのスロベニア参加に関する意向表明に

署名する権限を与え、２０２５年４月１３日から１０月１

３日まで大阪で開催される２０２５年国際博覧会に参

加する意向。 

 

●トニン国防相、国防費増額について言及【４日】 

トニン国防相は、現状及びＥＵの決定に従い、目標

を５年早め、２０３０年までに国防費をＧＤＰの２％に

増額する必要があると述べた。 

 

 

●各党の綱領、候補者リスト【５日、１７日、１９日、２

４日】 

５日、野党「左派」（Ｌｅｆｔ）は、会合を開き綱領につ

いて協議するとともに、選挙の候補者リスト案を発表

した。綱領は「資本主義の危機、気候の危機及び民

主主義の危機」となっており、社会問題、気候変動、

文化、メディア及び外交について、人間のための経済、

国家開発、銀行セクターへの政府によるコントロール

の強化等の対策案が示された。 

５日、連立与党のＮＳｉ（新スロベニア）は会合を開

催し、綱領について確認するとともに選挙の候補者リ

スト案を発表した。「毅然として前に進む」をスローガ

ンに、経済的に強くビジネス志向のスロベニアを推進

していくとした。トニン党首（国防相）は、党は選挙の

驚きとなりうるとし、ＮＳｉが将来も連立政府の一員とな

るためにいかなる努力も惜しまないと述べた。 

 １７日、社会民主党（ＳＤ）は、８６人の候補者リスト

を承認した。ファヨン党首は、スロベニアを軌道に戻

すことが目標であると宣言した。候補者のうち約半数

が女性で、１３名が若い候補となっている。 

１９日、自由運動党は選挙プラットフォームを開催

し、候補者リストを確定させた。同プラットフォームで

は、グリーントランジション、近代的で裕福な国家及び、

法の支配の原則によって治められた自由で開かれた

社会に焦点が当てられた。ゴロブ党首は、「我々の党

は新しい社会的契約を提供しており、それは誰も置き

去りにせず、試練の時に耐えるものだ」と述べた。 

～３月の主なポイント～ 

 

内 政： 燃料価格の高騰を受け、ガソリンに上限価格が設定 

外 政： ロシアのウクライナ侵攻（ヤンシャ首相のキーウ訪問、在キーウ・スロベニア大使館の再開） 

経 済： ＮＬＢ銀行がスベルバンクを買収 

文 化： スロベニア・プラニツァで今シーズン最後のスキージャンプ・ワールドカップ開催 
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２４日、ピヴェツ前農業大臣は、「我が国」の党大会

を開催し、４月の総選挙に向けた党の政策及び候補

者リストを発表した。イデオロギーよりも先に具体的な

課題に取り組むとし、優先事項はスロベニアの分散

型開発、教育と保健制度の改革、高齢者政策、バラ

ンスのとれたインフラ開発、農業、安全保障、エネル

ギー分野での独立であるとした。 

 

●国民議会による減税措置の承認【１１日】 

国民議会は、所得税法の改正を承認し、手取り収

入の全面的な向上、キャピタルゲインへの課税軽減、

最高税率の引き下げを実現した。投票は賛成４５票、

反対４０票で、連立与党及び国民党（ＳＮＳ）と年金者

党（ＤｅＳＵＳ）の議員が賛成票を投じた。中道左派の

野党と労働組合は、この法案を富裕層への手当てで

あり、税財源を困窮させ、社会計画の資金調達をより

困難にするものであると批判している。 

 

●ガソリン上限価格の設定【１５日】 

１４日、スロベニア政府はロシアのウクライナ侵攻

により世界的に石油価格が高騰していることを受けて、

ガソリン価格の上限設定を決定した。レギュラーとデ

ィーゼルの価格は、１５日から１ヶ月間上限が設定さ

れ、レギュラーは１．５０３ユーロ／リットル、ディーゼ

ルは１．５４１ユーロ／リットルが上限となる。一方、ヒ

ーティングオイルの価格は２４％以上上昇し、１．２６４

ユーロ／リットルとなった。２０２１年１１月以降、ヒー

ティングオイルのマージンのみ上限が設定されている。

ポチヴァウシェク経済開発・技術大臣は、目的はガソ

リン市場の安定だと述べた。状況は３０日間モニター

され、必要であれば政府は更なる手立てをとる予定。 

 与党が選挙の敗北を避けるためにとった本政策は

ビジネスに悲惨な結果を生み出しかねないとの批判

的報道もあるが、運送業者はこれを歓迎している。商

工会議所によれば、本年初めから現在までに燃料価

格が３０％程度上昇したことにより運送業者のコスト

のうち３０％が燃料価格となっていたが、これが１５％

程度におさえられることになる。 

これにより、小売業者は少なくとも今週、赤字でガ

ソリンを売ることになる。ＯＭＶ社は、販売による損失

が大きすぎるため、既にプレミアムディーゼル等の商

品の販売を停止し、「上限価格のレベルは、現在の購

入価格を大幅に下回っており、商品を売るごとに損失

が出る。今後数週間の損失は石油製品価格の変動

による。」と述べた。また、「近隣諸国のガソリン価格

は市場価格に準じていることから、既に外国の運送

業者や個人がスロベニアで給油を行うケースが大幅

に増加、特に国境地域で顕著である。国内のガソリン

供給が脅かされる可能性もある。」とした。 

国境を接するクロアチア、イタリア及びオーストリア

のガソリン価格はスロベニアより遙かに高い。ハンガ

リーは２月２８日にガソリン価格をスロベニアよりも安

い１リットル当たり４８０フォリント（１．３ユーロ）に固定

したが、法改正により、７．５トン以上の車の給油価格

は市場価格に合わせられたため、国際輸送を行うトラ

ックはスロベニアで給油を行うと見られる。 

 

●スロベニア、クロアチア、イタリアの水素バレー協

力【１４日】 

 １４日、コショロク・インフラ省副大臣は、クロアチア

のザグレブにおいて、クロアチア及びイタリア・フリウ

リ・ヴェネツィア・ジューリア州のカウンターパートとと

もに、アドリア海北部での国境を越えた水素バレー建

設の協力のための書簡に署名した。インフラ省は、同

協力は、ＥＵのグリーンディールや水素戦略の目標達

成努力に貢献することとなると述べた。 

 

●リュブリャナ市インフラ計画【１４日】 

 ヤンコビッチ・リュブリャナ市長とヴルトヴェツ・インフ

ラ大臣は、リュブリャナ市におけるインフラ計画継続

の議定書と市内の鉄道駅開発のための取決に署名

した。鉄道の地下道建設を含む合計１１の計画が予

定されており、建設総額や建設期限は定義されてい

ないが、数千万ユーロ規模を確保するとしている。 

 

●新環境保護法が可決【１６日】 

国民議会は、ヴィズヤク環境相が「環境憲法」と称

する新環境保護法を承認した。包装廃棄物の管理を

主な内容としているが、あらゆる種類の廃棄物の発

生を防止または削減するための措置も導入している。

同法案がＥＵ規則と新しいＥＵ指令、特に包装の生産

者の責任の拡大に関するものを反映している。 

 

●宇宙活動に関する法案が可決【１６日】 

国民議会は、国内の宇宙活動を規制し、宇宙物体

の登録簿を設置する宇宙活動の監督に関する法律

を可決した。同法律は、近年の宇宙技術の急速な発

展により作成されたもので、スロベニアの宇宙分野の

さらなる発展のための基礎となる。 

 

●総選挙：自宅からの投票【１７日】 

 選挙委員会は、総選挙当日に病気で投票所に行け

ない投票者は、事前（４月２０日まで）に申請書ととも

に診断書を提出すれば、自宅で投票できると発表し

た。また、保健省に対して、本件を地域の保健センタ

ーに通知するよう要請し、診断書が無料で発行される

よう提案した。 

 

●新たな電気通信法案【１７日、２９日】 

１７日、政府は、２月に議会で却下された電気通信

法案について、新バージョンを議会に提出した。リス

クの高い業者を市場から排除する規定はそのまま含
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まれているが、そのような業者の決定にあたって、以

前の案ではオプションであった該当業者からの意見

聴取が義務となった。 

２９日、ファーウェイ社は、３１日に議会で採決が見

込まれる同法案について、欧州裁判所やＷＴＯへの

提訴につながりうる問題点があるとして、法的意見を

提出した。 

 

●ＳＰＩＲＩＴの投資用インセンティブ【１８日】 

 ＳＰＩＲＩＴ（スロベニア投資促進庁）は、復興・強靭化

計画の下での第２次募集として、大規模企業の生産

性と競争力の向上に投資するためのインセンティブと

して８，８５０万ユーロを提供し、５９の投資計画を支

援する予定である。また、経済省の最低２０のコンソ

ーシアムに対する呼びかけのもとで、デジタリゼーシ

ョンのためのインセンティブ４，４００万ユーロを提供し

ている。 

 

●スロベニア農業はＥＵから１７０万ユーロを受領予

定【２１日】 

ＥＵ農相会合に参加したポドゴルシェク農相は、欧

州委員会は特に影響を受けた農家への合計５億ユー

ロの基金を提供する予定であり、スロベニアはそのう

ち１７０万ユーロを受領することができると述べた。同

会合ではウクライナ情勢を受けてＥＵの食料部門を安

定させるための方策が話し合われた。 

 

●選挙前の世論調査を禁止する提案、否決される【２

３日】 

 国民議会は、国民党（ＳＮＳ）が提案し、与党民主党

（ＳＤＳ）が支持した、選挙の半年前から政治的世論

調査の公表を禁止する提案を否決した。３３人の議員

が法案に賛成し、４２人が反対した。ＳＮＳとＳＤＳの

両党は、世論調査会社は世論を測定するというより、

世論を作り出すことが多いと主張し、ＳＮＳは、世論調

査は依然としてメディアで最も影響力を行使している

左派政治ブロックによって決定されていると述べた。 

 

●ＲＴＶスロベニアへの政治的圧力【７日、２３日、２４

日】 

７日、スロベニア国営テレビ（ＲＴＶスロベニア）のジ

ャーナリストは記者会見で、編集の完全な独立を要

求するとともに、労働条件の悪化、威嚇、政治的圧力

に抗議した。政府からの不当な批判を指摘し、ニュー

ス番組の編集長の人事に抗議、ジャーナリスト協会Ｄ

ＮＳと労働組合は、この人事が違法であると非難した。 

２３日、中道左派４野党とゴロブ氏の自由運動は共

同声明を発表し、与党がＲＴＶスロベニアを隷属させ

ようとする動きに抗議し、ジャーナリストが職場で経験

する不正や圧力に関する警告を支持すると表明した。

選挙後には公共放送への政治的干渉を防ぎ、職員

が専門的かつ独立的に仕事をできるよう法改正を行

うことを約束した。 

２４日、ＲＴＶスロベニアのジャーナリストは、経営陣

と番組評議会が彼らに圧力をかけていると非難した。

ＲＴＶスロベニアのジャーナリスト労働組合のヘレナ・

ミリンコビッチ氏は、ジャーナリストは耐え難い労働条

件を公に暴露したことで集団的に罰せられているが、

沈黙することはないと述べた。 

 

●コショロク・インフラ省副大臣、ＧＥＮエネルギヤ会

長に就任【２８日、３０日】 

２８日、コショロク・インフラ省副大臣はその職務を

解かれ、同国の２大エネルギーグループの１つであり、

クルシュコ原子力発電所の半分を管理する国営電力

会社ＧＥＮエネルギヤのＣＥＯに就任することが有力

であると報じられた。同氏は２０１２年１１月から２０１７

年７月まで、一連の発電所を運営する国営会社ＨＳＥ

のＣＥＯを務めていた。メディアは、本人事にあたって

ヤンシャ首相の支援を享受していると報じている。 

３０日、同氏がＧＥＮエネルギヤの会長に任命され

たと非公式情報を引用して複数のメディアが報じた。 

 

●人権団体、難民法制・報道の自由を批判【２９日】 

アムネスティー・インターナショナルは、２０２１年の

人権に関する報告書の中で、スロベニアの難民法は、

不規則に入国する潜在的な亡命希望者へのアクセス

の点で制限的すぎるとしている。また、ジャーナリスト

への口頭での攻撃やＳＴＡへの補助金不支払い等に

見られるように、メディアの自由が脅かされており、パ

ンデミックの間、平和的な集会の自由が制限されたこ

とにも言及している。 

 

●観光業界への支援【３０日】 

 ３０日、ポチヴァルシェク経済相は、観光産業はウク

ライナ戦争下の新たな現実に適応する必要がある一

方で、まだパンデミックの影響に取り組んでいるとして、

本年３つの分野で支援をおこなうと発表した。第一に、

１億４，０００万ユーロを公共インフラ、宿泊施設、付

加価値向上のための観光事業への投資に充てる。

第二に、安定的で予測可能なビジネス環境の確保、

第三に、観光プロモーションを支援する。 

 

【外政】 

●パホル大統領とアナスタシアディス・キプロス大統

領の会談【８日】 

 ８日、キプロスを訪問中のパホル大統領は、アナス

タシアディス・キプロス大統領と会談した。両大統領

は、二国間関係の強化、ロシアによるウクライナ侵攻、

気候危機、移民、エネルギー安全保障などについて

協議した。ウクライナ侵攻については、両大統領はロ

シアの侵攻を強く非難し、重大な国際法違反であると
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述べ、パホル大統領は、ウクライナに人道的・軍事的

支援を行っており、紛争の平和的解決を見出すため

に停戦を達成することが重要であると述べた。 

 

●パホル大統領のトルコ訪問【１１日】 

 １１日、パホル大統領は、アンタルヤ外交フォーラム

で演説し、ＮＡＴＯがウクライナに飛行禁止区域を設

定することに反対であることを繰り返し述べつつ、ウ

クライナにおける戦争を終結させ、紛争の外交的解

決を図るため全力を尽くすよう呼びかけた。 

 ウクライナの早期ＥＵ加盟について問われ、ＥＵの

拡大は地政学的、戦略的にますます複雑な問題であ

ると以前から警告してきた、また、西バルカンの平和

と安定のためのプロセスが重要であると述べ、ＥＵは

同地域への拡大を強化すべきだと繰り返した。 

 パホル大統領はエルドアン・トルコ大統領とも会談し、

ロシアのウクライナ侵攻と西バルカンに焦点を当て協

議を行った。両大統領は、西バルカン情勢が急速に

悪化する可能性があるため、同地域を軽視すべきで

はないとの認識で一致した。また、ボスニア・ヘルツェ

ゴビナの制度的・政治的危機についても懸念を表明

し、また、ボスニア・ヘルツェゴビナのＥＵ加盟を引き

続き検討することが重要であるとの認識を示した。 

 

●トゥルク元大統領が国連上級諮問委員に【２０日】 

 グテーレス国連事務総長は、トゥルク元スロベニア

大統領を他の１１名の前及び現首脳・専門家とともに

効果的な多国間主義に関する上級諮問委員会の委

員に任命した。２０２１年９月の世界の指導者たちの

一般的な議論に先立ち、グテーレス事務総長は「私

たちの共通の議題」と題する報告書を発表し、世界的

に懸念される重要な問題のより強力な統治を求めて

いた。 

 

●パホル大統領他のカタール訪問【２４日】 

２４日、パホル大統領はカタール開発ファンドのＫｈ

ａｌｉｆａ Ａｌ－Ｋｕｗａｒｉ事務局長と会談し、スロベニアの

開発機関ＩＴＦと同ファンドとの間の協力について主に

協議した。また、ヴルトヴェツ・インフラ相は、アル・カ

アビー・カタール・エネルギー相と会談し、スロベニア

のロシアへのエネルギー依存を減少させる方策、具

体的にはカタールの天然ガス最大２隻分を北アドリア

海の液化天然ガスターミナルを通じて輸送する方法

について協議した。 

 

●スロベニア・クロアチア首脳会談【２８日】 

 ２８日、ヤンシャ首相とプレンコビッチ・クロアチア首

相は、ザグレブで会談し、ガス供給とクルシュコ原子

力発電所における協力について協議した。具体的な

協力の可能性については、ヴルトヴェツ・インフラ相と

チョリッチ・クロアチア経済相が、４月４日に会談し議

論する予定である。両者は、ザグレブ郊外のルチュコ

からリュブリャナ郊外のザログ、そして首都の南西に

あるロガテッツへのパイプラインの拡張について協議

する予定。また、共同出資しているクルシュコ原発の

さらなる協力についても協議する予定。 

 

●ＥＵ議会議長会合開催【２８、２９日】 

２８～２９日、ブルド・プリ・クラニュにおいてEU議会

議長会合が開催された。２８日、メツォラ欧州議会議

長は、ＥＵ加盟国議会議長会合の共同主催者である

スロベニアのゾルチッチ国民議会議長とコウシュツァ

国民評議会議長とともに記者会見し、ウクライナとの

結束を示し、民主主義と平和、法の支配への支援を

表明する機会になる旨述べた。ＥＵ加盟国議会議長

が直接顔を合わせるのは２０１９年以降初めて。 

メツォラ議長は、欧州議会が採択したウクライナに

関する決議を指摘し、欧州議会議員の大多数が、ウ

クライナが可能な限り早くＥＵ加盟候補国となるよう、

ウクライナの候補国としての可能性を認めたことを強

調した。また、同議長は、難民を支援し、採択された

制裁措置が一刻も早く平和と戦争の終結につながる

ようにしたいと述べた。 

 

【ウクライナ関係】 

●スロベニアは国連でウクライナへの確固たる支持

を表明【１日】 

２月２８日、マロヴルフ・スロベニア国連大使は、国

連総会の緊急会合に参加し、ロシアの侵略と戦うウク

ライナの人々と政府に対するスロベニアの確固たる

支持を表明した。スロベニアはＥＵの声明に参加し、

すべての国連加盟国に対し、ロシアの侵略を非難す

る決議案を支持するよう促した。また、スロベニアは

ウクライナとその国民の側に立っており、「ウクライナ

の独立、主権、領土の一体性を侵害するロシアのプ

ーチン大統領によるいわれのない不当な軍事侵攻

を、改めて最も強い言葉で非難する。」と述べた。 

 

●パホル大統領、ウクライナのＥＵ加盟を支持する書

簡に署名【１日】 

２月２８日、パホル大統領は、ウクライナのＥＵ加盟

を支持する書簡に署名した。ドゥダ・ポーランド大統領

の発案により、同書簡には、ポーランド、ブルガリア、

チェコ、エストニア、ラトビア、リトアニア、スロバキア

及びスロベニアの各大統領が署名した。 

書簡には「我々は、ＥＵ加盟国に対し、ウクライナに

対する強力な政治的支援を提供し、ＥＵがウクライナ

にＥＵ加盟候補国の地位を直ちに付与し、交渉プロセ

スを遅滞なく開始するために必要な措置を講じること

を可能にするよう要請する。」と記載されている。 
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●ウクライナ国民への１１０万ユーロの人道支援【１

日】 

１日、ロガル外相は、国連人道問題調整事務所（Ｕ

Ｎ ＯＣＨＡ）と国連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣ

Ｒ）の共同人道アピールおよびウクライナ難民支援の

ための地域計画におけるビデオ演説で、スロベニア

が１１０万ユーロの人道的支援を行うことを発表した。

４０万ユーロはＵＮ ＯＣＨＡ、４０万ユーロはＵＮＨＣ

Ｒ、２０万ユーロは国際カリタス、１０万ユーロは赤十

字国際委員会（ＩＣＲＣ）を通じて提供される予定であ

る。この 1 週間で、スロベニアはすでに１６．３万ユー

ロ相当の物資をウクライナに提供し、ウクライナ難民

の受け入れなど、ウクライナ人への支援は今後も継

続していく予定。 

 

●領事館破壊でロシアに抗議【１日、２日】 

１日、外務省は、ウクライナ第二の都市ハルキウ市

にあるスロベニア領事館が入居する建物がロシア軍

による攻撃で破壊されたと発表し、この行為とロシア

のウクライナへの侵略を非難した。ヤンシャ首相、ト

ニン国防相、ファヨン社会民主党（ＳＤ）党首兼欧州議

会議員も非難を表明している。負傷者はいなかった。  

２日、外務省は正式な抗議と謝罪および補償を要

求するため、駐スロベニア・ロシア大使を召喚した。

「利用可能なすべての外交手段」を用いて、このよう

な行為への反対を表明すると述べた。また、国連、欧

州安全保障協力機構（ＯＳＣＥ）、欧州評議会（Ｃｏ

Ｅ）、ＮＡＴＯ等の国際機関に「許されざる行為」である

ことを通告し、国際刑事裁判所（ＩＣＣ）の調査を支持

する予定。 

 

●ポチヴァウシェク経済相、ウクライナ戦争で打撃を

受けた企業を国が支援する可能性を示唆【２日】 

２日、ポチヴァウシェク経済相は、ウクライナにおけ

る戦争と対ロシア制裁で打撃を受けた企業に対し、

要すれば国家が支援を行う可能性を示唆したが、ロ

シアによるウクライナ侵攻の影響が分析され、具体的

な数字が出るまでは、具体的な計画について述べる

ことは時期尚早であるとした。また、企業は長期的に

より安定した市場に軸足を置かなければならないと指

摘した。「２０２０年のロシアとの貿易額は１３億５，００

０万ユーロ、ウクライナとの貿易額は３億ユーロ弱で、

今般受けるダメージは二重になっている。」と述べた。

また、「制裁の影響を受けるのはすべての産業では

なく、少なくとも医薬品業界は影響を受けない」と述べ

た。同大臣はまた、スロベニアがイストリア半島に液

化天然ガス（ＬＮＧ）ターミナルを建設する提案につい

ては「推測の域を出ない」としながらも、「一国へのエ

ネルギー依存を分散させることが可能になるような解

決策であれば支持したい」と述べた。 

 

●スロベニアの食糧安全保障【２日】 

２日、ポドゴルシェク農相は、ＥＵ農相会合の後、ロ

シアのウクライナ侵攻は世界の食糧市場に大きな影

響を与えるかもしれないが、「我々の分析および関係

者との議論に基づき、現時点ではスロベニアの食糧

安全保障は危ぶまれない」と述べた。ロシアとウクラ

イナは、小麦と大麦の３分の１、ヒマワリ油の半分、ト

ウモロコシの１７％を生産していることから、ウクライ

ナで起きている出来事が世界に及ぼす長期的影響を

より懸念している。また、食品市場の状況とスロベニ

ア・ウクライナ間の貿易を分析するために、食糧安全

保障タスクフォースを設置した。１２人のメンバーから

なるタスクフォースは、商品備蓄の状況も監視する。 

 

●ロガル外相の国連人権委員会における演説【３日】 

３日、ロガル外相は、ジュネーブで開催された国連

人権理事会の緊急会合でウクライナの人権状況につ

いて演説し、ロシアによる残忍さを増すウクライナへ

の侵略に対し、決意と結束を持って対処するよう国際

社会に呼びかけた。 

 外務省のプレスリリースによると、ロガル外相は改

めて、ロシアのウクライナに対する侵略と、ベラルー

シが侵略者に提供している支援を最も強い言葉で非

難した。「軍事的侵略と民間人および民間インフラへ

の攻撃は、国際法、人道法、人権法のすべての原則

に対する最も明白な違反である」と述べ、世界人権宣

言に規定されている生命、自由および人の安全に対

する権利を強調した。 

 また、ウクライナでの大規模かつ重大な人権侵害を

調査する国際的なメカニズムを設置する決議へのス

ロベニアの支持を表明した。同外相は、国際的な刑

事司法のメカニズムを含め、責任者がその行動の責

任を取らされることが重要であると述べた。 

 

●ウクライナ難民の一時保護に関する法律が可決

【９日、１０日】 

９日、政府は、ウクライナからの避難民に一時的な

滞在許可、労働市場へのアクセス、住居、教育、社会

的ケア、医療を事実上付与する一時的な保護を導入

する決議を採択した。同決議は、先週開催されたＥＵ

内務相会合において、避難民の一時保護に関するＥ

Ｕ指令を史上初めて有効とすることが合意されたこと

を受け、スロベニアの避難民の一時的保護に関する

法律を有効化するもの。ウクライナ難民はスロベニア

に到着した時点で国際保護を求める必要がなくなり、

保護を付与する手続きが迅速化される。 

１０日、当該法律を発動する政府規則が施行され

た。 

 

●ウクライナ上空の飛行禁止区域【４日】 
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 ４日、パホル大統領は記者会見で、ウクライナ軍の

ロシア軍機との戦いを支援するためにＮＡＴＯがウク

ライナ上空に飛行禁止区域を設定するというイニシア

ティブに反対を表明した。これは「大規模な戦争」を意

味し、完全に「予測不可能な展開」をもたらすと述べ

た。トニン国防相によると、ヤンシャ首相は、ウクライ

ナ上空の飛行禁止区域の導入を支持しつつも、この

選択肢は「現時点では非現実的」だと考えている。 

 同日、ロガル外相は、ブリュッセルで開催されたＮＡ

ＴＯ外相会合に出席した際、ビデオ通話でスロベニア

のブリュッセル特派員と話し、ウクライナ上空の飛行

禁止区域が市民の建物への砲撃を防ぐ最も効果的

な方法であろうと述べた。また、人道回廊を保護する

提案については、同盟国の間でまだコンセンサスが

得られていないと述べた。 

 

●ＲＴＶスロベニアはロシアからのレポートを一時停

止【６日】 

 ５日、公共放送局ＲＴＶスロベニアは、ロシアの「フェ

イクニュース」に関する新法発効を受け、モスクワか

らの報道を中断した。同法により、ウクライナのロシア

軍に関する「フェイクニュース」を故意に流したジャー

ナリストは最高１５年の禁固刑に処されることになる。 

 

●国民議会がロシアのウクライナ侵攻に関する非難

決議を採択【９日】 

 ９日、スロベニア国民議会は、ロシアのウクライナに

対する侵略と、ロシアによるドネツク州およびルハン

スク州に対する承認を非難するウクライナ情勢に関

する決議を採択した。同決議はまた、ロシアとベラル

ーシに対する制裁を支持し、ウクライナのＥＵ加盟プ

ロセス支持を表明している。同決議は、国民党（ＳＮ

Ｓ）を除くすべての議員グループに所属する議員によ

って提出され、出席した７４人の議員のうち６７人が賛

成し、反対票を投じる議員はいなかった。また、同決

議は、条件を満たせば２０３０年までにウクライナのＥ

Ｕ加盟を保証する明確な計画を採択するよう要請して

いる 

 

●スロバキアのＮＡＴＯミッションへのスロベニア部隊

派遣【１７日】 

１７日、トニン国防相は、ブラティスラバでナジ・スロ

バキア国防相と会談し、ＮＡＴＯの前方プレゼンス強

化の一環として、スロバキアに最大２００人の部隊を

派遣することを発表した。両者は、１６日にＮＡＴＯ加

盟国の国防相が同盟の東側の保護を強化することを

約束したことをうけ、ウクライナ情勢と、スロバキアの

ＮＡＴＯミッションへの参加について協議した。両者は

スロバキアの新しい任務を可能な限り早く開始するこ

とに合意し、トニン国防相は、スロバキアに対し、ＮＡ

ＴＯの東側の保護にスロベニアを頼ることができると

確約した。また、トニン国防相は、「スロベニアは、最

大２００人の兵士をスロバキアに派遣する用意があ

る」と述べた。 

 

●ヴルトヴェツ・インフラ相、ロシアの石油とガスの即

時禁輸を要請【１１日】 

 ヴルトヴェツ・インフラ相は、ウクライナの平和を確

保する唯一の方法は、石油とガスの購入によりロシ

アの侵略に資金を提供することをやめることであると

し、ロシアの石油とガスの輸入をできるだけ早く禁輸

することをＥＵに要請した。スロベニアは石油の３割、

ガスの９割をロシアから調達しているが、ヴルトヴェツ

大臣によると、すぐに禁輸措置がとられたとしても、供

給が途絶えることはない。スロベニアは９０日分の石

油派生商品の備蓄があり、供給者が非ロシア産にシ

フトするのに十分な時間がある。 

 インフラ相は、ガスについては、イタリアのガスネット

ワークを経由して、アルジェリアやモロッコなどの国か

ら来年の冬に向けて備蓄することが特に重要である

としている。イタリア国境にある既存のパイプラインは

現在日量２５０万立方メートルで稼働しているが、国

営ガスパイプライン運営会社である「Ｐｌｉｎｏｖｏｄｉ」社と

４１０万立方メートルへの能力増強について協議中で

ある。また、クロアチアのクルク島のガスターミナルか

らの供給も増やすことが可能だ。４月４日にクロアチ

アのエネルギー相との会談が予定されており、このこ

ともトピックのひとつとなる予定。インフラ相は、「クル

ク島とイタリアを経由すれば、スロベニアはロシアの

ガスに依存しない十分な量のガスを輸入することがで

きる」と述べた。 

 化石燃料の代替供給以外にも、スロベニアは太陽

光発電の導入を強化する計画だ。インフラ相は、エ

コ・ファンド（Ｅｃｏ Ｆｕｎｄ）を通じて太陽光発電の導入

にインセンティブを与えるための追加資金を確保する

予定であると述べた。 

 

●ロガル外相のエネルギー供給に関するアルジェリ

ア首脳との会談【１６日】 

 １６日、ロガル外相は、アルジェリアを訪問し、テブ

ン・アルジェリア大統領、ラマムラ外相、アルカブ・エ

ネルギー相、国営エネルギー会社ソナテック社のＨａ

ｋｋａｒ会長と会談した。同訪問は、特にエネルギー供

給分野における両国の政治・経済協力の強化が目

的。外相会談では、様々な分野における二国間協力

の強化や、欧州・北アフリカの現状について協議し

た。また、国際機関の枠組みにおける両国の協力に

ついて議論した。Ｈａｋｋａｒ会長との会談には、スロベ

ニア最大の天然ガス取引会社ゲオプリン社のロンバ

ル社長が同席し、二国間の経済関係、特にエネルギ

ー供給の分野を強化について議論した。 
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 ヴルトヴェツ・インフラ大臣は、スロベニアは来年の

冬までにモロッコとアルジェリアからのガスで貯留槽

を満たすため、イタリア経由で北アフリカのガスを受

け取ることができるガスパイプラインの容量拡大に取

り組んでいる旨述べていた。 

 

●ウクライナ支援タスクフォースの設立【１１日】 

政府は、ウクライナで被害を被った人々への人道

的・技術的援助の収集、保管、輸送、引き渡しなど、

ウクライナへの援助を調整する省庁間タスクフォース

を設置した。国防相を長として、国防省副大臣及び防

衛問題局長を副長として、移民支援・統合局、外務

省、内務省、経済開発・技術省、保健省、労働・家族・

社会問題・機会均等省、政府通信局及び国家情報・

治安機関の代表で構成されている。 

 

●ヤンシャ首相、ウクライナにおける「民族浄化」でロ

シアを非難【１４日】 

ヤンシャ首相は、議会での質疑で、ウクライナの現

状とボスニア・ヘルツェゴビナの戦争との類似点を挙

げ、ロシアがウクライナで民族浄化を行っていると非

難した。「これは単なる戦争や侵略ではなく、黒海沿

岸地域の民族浄化である」と述べ、ロシア軍は数十

万人の人々を移住させようとしていると述べた。 

 

●ウクライナ侵攻に関する世論調査【７日、１４日】 

７日、世論調査によると、スロベニア国民は、ウクラ

イナでの戦争について新型コロナウイルスの流行よ

りもはるかに憂慮している。ヴァリツォン社の世論調

査では、戦争とその影響について個人的に懸念して

いる人の割合は８５％で、新型コロナウイルス流行時

の７２％という値と比較すると、その割合は高い。スロ

ベニアでは、回答者の７１％が戦争の原因をロシアに

あるとし、３７％が米国、２２％がＮＡＴＯ、１７％がウク

ライナ、１１％がＥＵにあるとした。 

 １４日、当地日刊紙ドネウニク及びヴェチェルが行っ

た世論調査によると、多くのスロベニア人がウクライ

ナを支持している一方、戦争の責任の所在について

は、ロシアのみならずウクライナや西側諸国にも責任

があるとする回答者も多かった。７７．２％がウクライ

ナ支持、３．６％がロシア支持で、５分の１弱がどちら

とも言えないと回答している。戦争の責任が誰にある

のかについては、４４％がロシア、ウクライナを非難す

る人はわずか０．３％、３５％近くが関係者全員（ロシ

ア、ウクライナ、西側諸国）と回答し、１５％強が米国

と西側同盟国としている。どの程度難民を受け入れる

かについては、ＥＵの人口規模に比例して難民を受

け入れるべきだと答えた人が５８％近く、他の国の受

け入れ数に関係なく最大限の数を受け入れるべきだ

と答えた人が４分の１強いた。また、ウクライナからの

難民を他の難民と同様に扱うべきだと答えた人は１

６％近くおり、国境を閉鎖すべきだと考える人の割合

は０％であった。また、戦争によってＮＡＴＯへの好意

的な見方が増え、スロベニアのＮＡＴＯ加盟を支持す

る人は６８．５％と、前回質問した２年前に比べて５ポ

イント上昇した。 

 

●スロベニア、ポーランド、チェコの首相がキーウ訪

問、ウクライナ大統領と会談【１５日】 

 １５日夜、スロベニア、ポーランド、チェコの首相は、

ロシアによる侵攻開始以降初めて、外国の指導者と

して列車でキーウをサプライズ訪問した。ゼレンスキ

ー大統領は、「強い支援の意思表示」であるとして高

く評価した。 

 ヤンシャ首相は会談後、プレスに対し、３首相はウ

クライナの自由と民主主義のための闘いへの支持を

表明しに来たと述べた。「我々は、ロシア軍の不敗神

話を破るあなたたちウクライナ人の勇気と闘いを讃え

るためにやってきた。」とし、「我々はウクライナがＥＵ

加盟候補国の地位を得るために、できる限りのことを

行う。」と述べた。また、ＥＵ内の雰囲気は大きく変化

し、欧州人はウクライナ人が欧州の価値のために闘

っていることを認識したと述べた。 

 

●キーウ訪問後のヤンシャ首相インタビュー【１６日】 

 １６日、ヤンシャ首相は、キーフ訪問後、ＢＢＣのイ

ンタビューに応じ、ＥＵはウクライナに早期ＥＵ加盟へ

の道を提供しなければならないと繰り返し述べた。ウ

クライナにとってＥＵ加盟は、安全保障の枠組みを意

味するとし、「彼らは何らかの制度的な保証を必要と

しており、もしＥＵが彼らにとっての保証であるなら

ば、我々はそれを尊重しなければならない」と述べ、

「同問題はＥＵのテーブルの上にある」とも付け加え

た。ヤンシャ首相は、制裁、人道的・技術的援助、さら

には軍事的援助といった「現実的な問題」についてウ

クライナ指導部と協議が行われたと述べた。確かな

軍事的支援を提供できたかとの質問に対して、これま

で多くの支援が提供されてきたが、すべての支援が

実現されたわけではないと述べ、支援提供のスピード

をいかに上げられるか具体的に議論したと述べた。ま

た、「今朝、キーウから戻った我々が最初に提案した

のは、ＥＵがキーウに代表を送り、我々を物理的に代

表できる者を現地に置くべきだということだ」と述べ

た。 

 

●スロベニアとオーストリアの大統領、ウクライナで

の即時停戦を要請【１５日】 

 パホル大統領とオーストリアのベレン大統領は会談

を行った後、共同声明でウクライナでの即時停戦を訴

えた。「我々は、ロシアのウクライナに対する戦争侵

略を非難し、罪のない人々の苦しみを終わらせるた

めに即時停戦を求める」と共同声明にはある。また、
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両大統領は、キーフとモスクワが交渉を継続すること

を決定したことを歓迎した。「政治的な対話のみが平

和をもたらすことができる」と述べた。 

  

●キーウへのスロベニア外交団の派遣【１８日、２３

日、２４日】 

１７日、ヤンシャ首相は、ＲＴＶスロベニアに対し、１

５日のキーウ訪問が休戦への一歩となることを願って

おり、「何よりも、我々がウクライナを見捨てたわけで

はないというメッセージである」と述べた。また、ロシア

の侵攻前に多くの外交官がウクライナを離れたため、

ウクライナの人々は見捨てられたと感じたと付け加

え、ＥＵは、まだリスクが高い中でも、ウクライナに外

交官を戻すべきだと述べた。 

２３日、ヤンシャ首相は、キーウのスロベニア外交

団が緊急事態の期間中、全権を持つ代理大使のレベ

ルで活動することを発表した。メディアは非公式情報

として、ロシアのクリミア併合後、欧州安全保障協力

機構（ＯＳＣＥ）のウクライナ監視団で一員を務めたボ

シュトヤン・レスヤク中佐を臨時代理大使に任命する

と報じた。 

２７日夜、レスヤク駐ウクライナ・スロベニア臨時代

理大使は、無事キーウに到着し、２８日から臨時代理

大使としての職務を開始、２８日午前９時から大使館

は再度開館した。 

 

●ヤンシャ首相のＥＵ首脳会合出席【２４日】 

２４日、ヤンシャ首相は、ブリュッセルで開かれたＥ

Ｕ首脳会合に出席し、欧州のロシアエネルギーへの

依存を一刻も早く解消するよう求め、「この列車はす

でに出発しており、戻ることはない」と述べた。 

 また、ヤンシャ首相は、１５日にヤンシャ首相とポー

ランド及びチェコの首相がキーウを訪問した際、ウク

ライナ側からいくつかの提案がなされたとし、提案の

中には非常に効率的な制裁措置が含まれており、欧

州の意見は実質的に一致していると述べた。 

ＥＵ首脳会合に先立って開催されたＮＡＴＯ首脳会

合では、軍事に関する制裁措置が議論された。ヤン

シャ首相は、ロシアはある種のデュアルユース製品を

民生品として購入しているが、軍事技術に使用してい

る旨述べ、また、ロシアがウクライナの化学施設を砲

撃した場合、大惨事につながる恐れがあると警告し

た。「ロシア軍が化学工場を取り囲んでいるのを見る

と心配になるが、ロシア軍が戦術的な成果を上げる

ために化学兵器や生物兵器を意図的に使用するとは

思えない。」と述べた。 

 

●ウクライナ難民はマリボル大学で勉学可能、１３１

人の子供がスロベニアの学校に入学【２４日】 

マリボル大学は、ウクライナからの学生が交換留

学スキームのもと、授業料無料で一時的に同大学の

プログラムに参加することを可能にした。また、スロベ

ニアでの最初の数か月間の生活費をまかなう奨学金

にも応募することができる。また、同大学は、ウクライ

ナ人学生に対し、寮、課外活動センター、その他の適

切な国有施設での宿泊施設の提供を検討している。  

また、ウクライナ難民の子ども合計１３１人が、スロ

ベニアの６４の小学校に入学したことが、２３日時点

の教育・科学・スポーツ省のデータで明らかになっ

た。ウクライナ難民は、幼稚園、学校、高等教育機関

に入学することができる。 

 

●スロベニアのウクライナ難民支援等【２８日】 

２８日、カングレル内務副大臣は、ブリュッセルで開

かれたＥＵ内務大臣会合で、ウクライナからの難民約

７，０００人がこれまでにスロベニアでの一時保護を申

請していると記者団に述べた。また、親族と登録した

難民は一旦スロベニアを離れ、オーストリアで登録し

た後、スロベニアに戻ることが多いことを指摘し、欧州

レベルでの単一登録の重要性を指摘した。ウクライナ

からおよそ５万人がスロベニアを横断し、その多くが

イタリア、フランス、スペインへ向かった。同会合で

は、ウクライナの戦争から約３６万人が逃れてきたモ

ルドバへの支援についても協議された。 

 

●ロシア制裁のための法改正【２９日】 

  ＥＵの対ロシア制裁、特に特定のロシア国民の資

産凍結をより適切に実施するための権限を政府に与

える法改正は、３月中の国民議会で可決され、２９日

に官報に掲載された後、４月中旬に発効する予定で

ある。 

 外務省によると、法律行為および国際機関が採択

した決定に従い、スロベニアが導入または実施する

制限的措置を規制する法律改正の主な目的は、制限

措置の実施を簡素化し、より効率的にすることとして

いる。 

 ロガル外相は、本改正により政府はＥＵの対ロシア

制裁をよりよく実施することができると述べた。現行法

では、政府は政令により制裁を導入・実施できるが、

国や団体に対する制限の数の増加、制裁の多角化・

独自化及び制裁の内容の変化（資産凍結、武器輸出

の禁輸、渡航制限などの標準的な措置から、二重用

途商品の輸出禁止、支払制限、各種商品・技術の輸

出入の禁止などへ）に伴い手続きは複雑化しており、

法改正がもたらす簡素化が求められていた。 
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経済 

【経済一般、指標・統計】 

●１月の輸出は前年比２０．５％増、輸入は５２％増

と急増【７日】 

統計局によると、スロベニアの１月の輸出額は前

年同月比２０．５％増の３５億ユーロ相当、輸入額は５

２．１％増の３９億ユーロ相当と急増した。輸出対輸

入のカバー率は８９．２％で、４億ユーロの貿易赤字

が計上された。ＥＵ加盟国への輸出は前年比２８．

８％増の２４億ユーロ、輸入は３８％増の２４億ユーロ

であった。 

 

●風力・太陽エネルギーについての指標【１４日】 

スロベニアは風力・太陽エネルギープロジェクトへ

の障壁の指標においてＥＵの平均を下回っている。Ｅ

Ｕ２７か国と英国の平均が０．８３のところ、スロベニア

は０．８２で、１８位にランクされている（障壁が高いほ

ど数字が大きい）。行政手続きの障壁が０．９５で、そ

れ以外の３つの分野は０．７６となっている。最も障壁

が大きいのがハンガリーの０．９４、最も小さいのがル

クセンブルグの０．７４。 

 

●輸入石油・ガス価格、１ヶ月で３８％上昇【１５日】 

１月の輸入原油と天然ガスの価格は前月比で約３

８％上昇し、輸入製品価格全体の２．３％の上昇と比

較すると、その差は歴然としている。スロベニア統計

局の最新報告によると、原油とガスの価格は年間ベ

ースで４８５％上昇したのに対し、輸入品価格は２６％

強の上昇となった。 

 

●１月の賃金は約７％減【２２日】 

統計局によると、１月のスロベニアの平均総収入

は１，９２４ユーロ、平均純手取り額は１，２３６ユーロ

となり、１２月に比べそれぞれ、名目で６．８％、７．

５％、実質で７．２％、７．９％減少した。平均総収入

が最も高かったのは、金融・保険業（２，７３２ユーロ）。 

 

●２０２１年、スロベニアのＧＤＰはＥＵ平均の９０％

【２３日】 

ユーロスタットのデータによると、購買力基準で表

されるスロベニアのＧＤＰは２０２１年にＥＵ平均の９

０％に達し、前年より１ポイント高くなったことが明らか

になった。加盟国のうち、ルクセンブルクの２７７％、

アイルランドの２２１％から、最貧国ブルガリアの５

５％まで差が広がっている。 

 

●マンション価格の上昇幅は過去１５年で最高【２５

日】 

２０２１年の住宅用不動産価格が１５．７％跳ね上

がり、２０．４％の上昇を記録した２００７年以降で最

高の年間上昇率となったことが、統計局のデータで明

らかになった。新築アパートの価格は２０．２％上昇、

中古マンションの価格は１８％上昇、中古住宅の価格

は１１．９％上がり、新築の家族向け住宅は３．１％上

昇した。昨年販売された全住宅用不動産の総額は、

ほぼ１／３増の１６億ユーロとなった。 

 

●景況感悪化【２５日】 

ロシアのウクライナ侵攻とその影響、インフレ上昇

により、４ヶ月連続で増加していたスロベニアの景況

感は３月に悪化、２月から５．２ポイント低下し、１．５

ポイントとなった。これは前年同月比では２ポイント上

昇。消費者信頼感指数が１２ポイント低下したことが、

大きなマイナス影響を及ぼした。 

 

【企業、産業の動向】 

●ＮＬＢ銀行がスベルバンクを買収【１日、２日、４日】 

 １日、スロベニア最大の銀行であるＮＬＢは、スロベ

ニアで唯一のロシア系銀行のスベルバンクのスロベ

ニア子会社を買収した。ＮＬＢはスベルバンクの株式

だけでなく、すべての資産、負債、顧客を取得した。 

 ２日、スベルバンクのスロベニアでの業務が再開さ

れた。ＮＬＢのブロドニャク会長は、顧客に対して「こ

れ以上心配したり他の銀行に口座を開いたり資産を

移動させる理由はない」、「今日から通常通り、現金

引き出しは無制限で、すべての顧客は無料でＮＬＢの

ＡＴＭを利用できる」と述べた。 

４日、ＮＬＢのブロドニャク会長は、同買収は両銀行

にとって「ウィンウィン」の状況であると述べ、買収した

同行の名称を「Ｎ Ｂａｎｋａ」に変更すると発表した。

同行のＮＬＢへの完全な統合には１年半ほどかかる

見込み。スベルバンクは、５３，４４７人の顧客を有し、

うち４５，３４５人が個人、８，１０２社が法人。総資産

による市場シェアは３．６％とスロベニアでは第９位の

銀行。スベルバンクと合わせたＮＬＢの市場シェアは２

９．６％に達する。ハンガリーのＯＴＰ銀行の支援のも

と、ＮＫＢＭ銀行とＳＫＢ銀行の合併が予定されている

が、そのシェアは合わせて２８．５％のため、今回の

買収によって同合併後もＮＬＢが最大のシェアを有す

ることとなる。 

 

●レンダヴァ地熱発電所、来月着工へ【８日】 

 レンダヴァの廃坑になった石油・ガス井から地熱を

取り出すことを目的としたパイロットプロジェクトが来

月開始される。プロジェクトのパートナーを代表する

企業ＨＳＥ Ｉｎｖｅｓｔは、５０ｋＷの地熱発電所の建設

許可申請を行った。同発電所は、２０２３年５月までに

建設される予定。 

国営電力会社ＨＳＥ、ペトロル、化学会社Ｎａｆｔａの

子会社によるこのプロジェクトは、世界中の廃坑の利

用例として期待されている。同プロジェクトは、スロベ
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ニアが設計した地熱重力ヒートチューブを廃坑の深さ

３ｋｍまで沈め、発電に必要な熱エネルギーを十分に

確保するというもの。 

 

●銀行がブロードバンドインターネットプロジェクトに

１億３，０００万ユーロを承認【１５日】 

欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）を含む欧州大手銀行

４行は、スロベニアとクロアチアの地方にブロードバン

ド光ネットワークを構築するＲＵＮＥプロジェクトに１億

３，０００万ユーロを投資する予定。スロベニアでプロ

ジェクトを担当するＲｕｎｅ Ｅｎｉａ社によるとこれまでに

両国で９万軒がネットワークに接続され、目標はスロ

ベニアで２０万軒、クロアチアで１５万軒近くを接続す

ることである。このプロジェクトは、すでにＥＵと欧州投

資銀行（ＥＩＢ）が共同出資している。 

  

●米テキストロン社がピピストレル社を買収【１７日】 

１７日、ビーチクラフト、ホーカー、セスナ等の航空

産業を有する米国の産業コングロマット・テキストロン

社は、スロベニアの超軽量航空機製造、ピピストレル

社の買収契約に署名した。買収額は２億１８００万ユ

ーロ相当で、創設者であり現ＣＥＯのボスカロル氏が

少数株主として残り、名誉会長に指名される予定。買

収は２０２２年第２四半期に完了する予定で、テキスト

ロン社はスロベニアとイタリアでのピピストレルのブラ

ンド、本部、研究開発、製造を維持することを約束し

た。 

 

●航空会社への補助金【１８日】 

経済省は２０２２年にスロベニアに就航する航空会

社を支援するため、２００万ユーロの新たな補助金を

提供する。コロナ渦で多くのフライトが就航停止したこ

とを受けて、スロベニアへの既存及び新規の就航を

促進するもの。 

 

●スベルバンクのメルカトル親会社からの撤退【１８

日】 

メルカトル社はロシアのスベルバンクが、メルカトル

の親会社であるフォルテノヴァグループの株式の４

０％を売却するというニュースを歓迎した。チズミッチ

同社社長は、同社の安定と発展に貢献するものと評

価し、所有権の統合によって戦略的なオーナーを望

む旨述べた。 

 

●トリモをベルギーのグループＲｅｃｔｉｃｅｌに売却【２２

日】 

 ポーランドのプライベート・エクイティ・ファンドであるＩ

ｎｎｏｖａ Ｃａｐｉｔａｌは、スロベニアのプレハブ建築部品

メーカーであるトリモをベルギーのＲｅｃｔｉｅｌ社に１億６，

４００万ユーロで売却した。取引は今年の第３四半期

に完了する予定。トリモグループは２０１６年初めにＩｎ

ｎｏｖａに買収され、ヨーロッパでの市場シェアを大幅に

拡大し、ミネラルウールパネルの第２位のメーカーと

なっている。 

 

●レヴォズ社、半導体をめぐり生産停止【２３日】 

ルノーのスロベニア子会社であるレヴォズ社は、ス

ロベニア南東部のノヴォメストで製造する自動車用の

電子部品の供給が不規則であることを理由に、今週

初めに自動車の組み立てを中止せざるを得なくなっ

た。労働組合員のプンゲルシッチ氏はＳＴＡに対し、

来週には生産が再開される予定であると述べた。同

社はこの問題に対して長期的な解決策を見出そうと

している。 
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治安 

●不法入国件数の増加【３０日】 

本年１月から２月にかけて、警察は１，１２８件の不

法入国に対処し、この数は６５８件であった昨年同期

と比べで倍増している。これらの半数がコペル警察管

内で記録され、ノヴォメスト警察管内でも増加してい

る。また、国際保護の申請件数も昨年より大きく増加

しており、その数は合計９４４人と昨年同期の約４倍

に当たり、中でもアフガニスタン人の数が大幅に増加

している。ウクライナでの戦争の勃発により、ウクライ

ナ人の申請者も現れている。 

 

●詐欺事件の注意喚起 

最近、スロヴェンスカ・ビストリツァで、ソーシャルネ

ットワ－クサービスを通じて約７００ユーロの携帯電話

を購入して荷物が届いたところ、中には煉瓦が入って

いたという詐欺被害が発生した。マリボル警察は、オ

ンラインで買い物をするときは特に注意し、詐欺師が

使用するソーシャルネットワークの偽のプロフィール

を盲目的に信用しないよう警告している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス関連情報 

●３月３１日時点におけるスロベニア国内の新型コロ

ナウイルスの感染状況【３１日】 

３月３１日時点において、スロベニア国内で新型コ

ロナウイルスへの感染が確認されている人数は累計 

９７１，１３８名で、死者は計６，４８７名となっている。 

 

●新しいワクチンが入手可能に【２日】 

国立公衆衛生研究所（ＮＩＪＺ）のウェブサイトによる

と、米国企業ノヴァヴァックスが開発した新型コロナウ

イルスワクチン３６，０００回分が初めてスロベニアに

到着し、３日から接種センターで利用可能になる。１８

歳以上を対象に３週間間隔で２回の接種が必要。 

 

●学校でのマスク着用義務を廃止【７日】 

７日から学校の子供と職員はフェイスマスクを着用

する必要がなくなった。その他の屋内の公共スペース

では引き続きマスク着用が義務付けられる。先週、政

府によって承認されたこの緩和措置は、幼稚園、学

校、大学に適用される。スロベニアは２月２１日に学

校での自己診断、多くの施設でのコロナパスなど多く

の規制を段階的に廃止した（後者は医療機関、介護

施設、刑務所で引き続き適用）。 

 

●１２歳から１８歳の子供に対するブースター接種の

開始【３日】 

１２歳から１８歳の子供は、予防接種に関する国家

諮問委員会が推奨していたコロナウイルスのブース

ター接種を受けることができるようになった。ファイザ

ー／バイオテックワクチンを接種することになる。ブー

スターが推奨されるのは、新型コロナウイルスを悪化

させる可能性のある病気を患っている人々。健康な

若者もブースターを受けることができる。 
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社会・文化・スポーツ 

【文化・生活等】 

●リサイクル率はＥＵ平均を上回り、循環型材料使用

率は低下【５日】 

統計局が今週発表した循環型経済指標によると、

スロベニアは２０１９年と２０２０年に、包装材と一般廃

棄物のリサイクル率に関して、ＥＵ平均を大きく上回

る水準で維持したことが明らかになった。しかし、循環

型材料利用率の面では引き続き遅れをとっている。２

０１９年、スロベニアにおける梱包材全体のリサイク

ル率は６７．１％で、ＥＵ平均の６４．８％と比較すると、

その差は歴然。２０２０年にはスロベニア、ＥＵレベル

ともに小幅な減少が記録された。 

 

●スロベニア、助産師のユネスコ登録に向けた多国

間プロジェクトに参加【２４日】 

スロベニア政府は、「助産」をユネスコ無形文化遺

産に登録するための多国間プロジェクトに参加すると

発表した。応募のための準備はドイツが主導し、他の

関係国はコロンビア、キプロス、キルギスタン、ルクセ

ンブルグ、ナイジェリア、トーゴとなっている。文化省

は、無形遺産として、助産は公衆衛生、子どもと家族

のケア、女性のエンパワーメントにつながり、コミュニ

ティ全体の幸福の基盤であると指摘。出産は生物学

的なプロセスであるだけでなく、本質的には文化的な

ものであり、助産の技術と知識は、何世代にもわたっ

てコミュニティによって保護、開発、継承され、人体と

の直接的な経験、観察、相互作用によって補完され

てきたと、同省は述べた。 

 

【スポーツ】 

●大統領、５人のスポーツコーチを叙勲【２日】 

パホル大統領は、スロベニア人スポーツコーチ５名

に勲章を授与し、スロベニア人アスリートの優れた功

績に貢献したことを称えた。柔道でＭａｒｊａｎ Ｆａｂｊａｎ

氏、自転車競技でＡｎｄｒｅｊ Ｈａｕｐｔｍａｎ氏とＦｒａｎｃ 

Ｈｖａｓｔｉ氏、スポーツクライミングではＲｏｍａｎ Ｋｒａｊｎｉ

ｋ氏、障害者ライフルでＰｏｌｏｎａ Ｓｌａｄｉč氏が功績を

たたえられ勲章を授与された。 

 

●自転車ポガチャル選手、ティレーノ・アドリアティコ

のタイトルを防衛【１３日】 

イタリアの西海岸から東海岸までを走るティレーノ・

アドリアティコレースで、スロベニアのサイクリスト、タ

デイ・ポガチャール（ＵＡＥチーム・エミレーツ）が２連

覇を達成しました。ここまで、出場した今季３戦すべて

で優勝している。総合２位にはデンマークのヨナス・ヴ

ィンゲゴール（ユンボ・ヴィスマ）、３位にはスペインの

ミケル・ランダ（バーレーン・ヴィクトリアス）が入った。

 
写真：CorVosより 

 

●自転車ログリッチ選手、パリ～ニースのレースで勝

利【１３日】 

フランスで開催されていた第８０回パリ～ニース（Ｕ

ＣＩワールドツアー）において、スロベニアのプリモジ

ュ・ログリッチ選手は、最終ステージを３位で終え、本

レース初の総合優勝を果たした。 

 
写真：Ｃｙｃｌｅ Ｓｐｏｒｔｓより 

 

●スロベニアの女子スキージャンプ選手が表彰台を

独占【１３日】 

ドイツのオーバーホフ

で行われた今シーズン

最後の女子スキージャン

プ・ワールドカップ選手権

大会に於いて、 スロベ

ニアのスキージャンプ選

手、ウルシャ・ボガタイ選手、ニカ・クリジュナル選手、

エマ・クリネツ選手が、それぞれ１、２、３位に入賞し、

表彰台をスロベニアが独占した。写真：Ｂｅｒｋｕｔｓｃｈｉ 

Ｓｋｉ Ｊｕｍｐｉｎｇより 

 

●スキージャンプ・ワールドカップ【２５日】 

プラニッツァで開催された今シーズン最後のスキー

ジャンプ・ワールドカップ選手権大会で、２５日、スロ

ベニアのスキージャンプ選手が、ワールドカップ最終

戦の初戦個人種目で表彰台を独占した。ジガ・イェラ

ル選手がペテル・プレウツ選手とアンジェ・ラニシェク

選手を抑えて優勝。また、続けて４位にティミ・ザイツ

選手が入り、ホームであるプラニツァの満員の観衆の

前での完全制覇となった。スキージャンプ・ワールドカ

ップ最終戦の初戦に於いて１位から４位が同じ国の

選手であったのは、１９８０年以来。 

２７日、男子の部で日本の小林陵侑選手が８位に

入り、ワールドカップでの総合優勝を決めた。スロベ

ニア勢は、アンジェ・ラニシェク選手が７位入賞、８位

にティミ・ザイツ選手が入賞という結果であった。 
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北京冬季五輪でのスロベニアの活躍 
 

２月４日から２０日まで開催された北京冬季オリンピッ

ク大会および、３月４日から１３日まで開催された同パ

ラリンピック大会には、合計で４４名のオリンピック選

手、１名のパラリンピック選手がスロベニア代表として

出場しました。 

開会式の旗手は、当初予定されていたスノーボード

のŽａｎ Ｋｏšｉｒ選手が、入国時にＣＯＶＩＤ－１９陽性と

なってしまうというハプニングのため、同じくスノーボ

ードのＲｏｋ Ｍａｒｇｕč選手がかわり、アルペンスキー

のＩｌｋａ Šｔｕｈｅｃ選手とともに勤めました。 

スロベニアは合計で金メダル２個、銀メダル３個、銅メ

ダル２個の計７個のメダルを獲得し、ソチ五輪（金メダ

ル２個、銀メダル２個、銅メダル４個の計８個のメダル

を獲得）と比較すると、順位等も含め若干劣るもの

の、匹敵する結果を残しました。スロベニアは本冬季

五輪大会でのメダル獲得数から、全体の獲得ランキ

ングでは１５位でしたが、国民一人当たりのメダル獲

得数はノルウェーに次いで２位となりました。 

パラリンピック大会へは、若手Ｊｅｒｎｅｊ Ｓｌｉｖｎｉｋ選手

がアルペンスキーに出場。惜しくも大回転で１３位でし

たが、今後の活躍が期待されます。 

競技 種目 選手名 結果 

オリンピック大会 

アルペ

ンスキ

ー 

男子ダウ

ンヒル 

Ｂｏšｔｊａｎ Ｋｌｉｎｅ １０位 

Ｍｉｈａ Ｈｒｏｂａｔ ２４位 

Ｎｅｊｃ Ｎａｒａｌｏčｎｉｋ 棄権 

女子大回

転 

Ｍｅｔａ Ｈｒｏｖａｔ ７位 

Ａｎａ Ｂｕｃｉｋ １１位 

Ｔｉｎａ Ｒｏｂｎｉｋ １８位 

Ａｎｄｒｅｊａ Ｓｌｏｋａｒ 

予選２

０位 

決勝棄

権 

男子スー

パー大回

転 

Ｂｏšｔｊａｎ Ｋｌｉｎｅ ２０位 

Ｎｅｊｃ Ｎａｒａｌｏčｎｉｋ ２４位 

Ｍｉｈａ Ｈｒｏｂａｔ 棄権 

女子回転 

Ａｎｄｒｅｊａ Ｓｌｏｋａｒ ５位 

Ａｎａ Ｂｕｃｉｋ １１位 

Ｍｅｔａ Ｈｒｏｖａｔ 棄権 

Ｎｅｊａ Ｄｖｏｒｎｉｋ 棄権 

男子アル

ペン複合 

Ｎｅｊｃ Ｎａｒａｌｏčｎｉｋ 棄権 

Ｍｉｈａ Ｈｒｏｂａｔ 棄権 

女子スー

パー大回

転 

Ｍａｒｕšａ Ｆｅｒｋ ２３位 

男子大回

転 
Ｊｅａｎ Ｋｒａｎｊｅｃ 

銀メダ

ル 

女子ダウ

ンヒル 

Ｉｌｋａ Šｔｕｈｅｃ ２２位 

Ｍａｒｕšａ Ｆｅｒｋ ２３位 

女子アル

ペン複合 
Ｍａｒｕšａ Ｆｅｒｋ ９位 

バイア

スロン 男女混合

リレー 

Ｊａｋｏｖ Ｆａｋ 

Ｍｉｈａ Ｄｏｖžａｎ 

Žｉｖａ Ｋｌｅｍｅｎčｉč  

Ｐｏｌｏｎａ Ｋｌｅｍｅｎčｉč 

２０位 

女子個

人、１５ｋ

ｍ 

Ｐｏｌｏｎａ Ｋｌｅｍｅｎčｉč ２９位 

Žｉｖａ Ｋｌｅｍｅｎčｉč ６４位 

男子個

人、２０ｋ

ｍ 

Ｊａｋｏｖ Ｆａｋ ２９位 

Ｍｉｈａ Ｄｏｖžａｎ ３８位 

Ｌｏｖｒｏ Ｐｌａｎｋｏ ４６位 

Ｒｏｋ Ｔｒšａｎ ５４位 

女子スプ

リント、

７．５ｋｍ 

Ｐｏｌｏｎａ Ｋｌｅｍｅｎčｉč ５９位 

Žｉｖａ Ｋｌｅｍｅｎčｉč ７９位 

男子スプ

リント、１

０ｋｍ 

Ｊａｋｏｖ Ｆａｋ ２２位 

Ｌｏｖｒｏ Ｐｌａｎｋｏ ４２位 

Ｍｉｈａ Ｄｏｖžａｎ ６２位 

Ｒｏｋ Ｔｒšａｎ ８６位 

女子パシ

ュート、１

０ｋｍ 

Ｐｏｌｏｎａ Ｋｌｅｍｅｎčｉč ５１位 

男子パシ

ュート、１

２．５ｋｍ 

Ｊａｋｏｖ Ｆａｋ ２９位 

Ｌｏｖｒｏ Ｐｌａｎｋｏ ５６位 

男子リレ

ー 

Ｍｉｈａ Ｄｏｖžａｎ 

Ｊａｋｏｖ Ｆａｋ 

Ｌｏｖｒｏ Ｐｌａｎｋｏ 

Ｒｏｋ Ｔｒｓšａｎ 

１１位 

スノー

ボード 

女子パラ

レル大回

転 

Ｇｌｏｒｉａ Ｋｏｔｎｉｋ 
銅メダ

ル 

男子パラ

レル大回

転 

Ｔｉｍ Ｍａｓｔｎａｋ 
銀メダ

ル 

Žａｎ Ｋｏšｉｒ １１位 

Ｒｏｋ Ｍａｒｇｕč ２５位 

女子フリ

ースタイ

ル・ビッ

グエア 

Ｕｒšｋａ Ｐｒｉｂｏšｉč １８位 
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ノルディ

ック複

合 

グンダー

セン方式 

個人ノー

マルヒル

／１０ｋｍ 

Ｖｉｄ Ｖｒｈｏｖｎｉｋ ３１位 

ノルディ

ック複合

グンダー

セン方式

個人ラー

ジヒル／

１０ｋｍク

ロスカン

トリー 

Ｖｉｄ Ｖｒｈｏｖｎｉｋ ３６位 

スキー

ジャン

プ 
女子 

Ｕｒšａ Ｂｏｇａｔａｊ 
金メダ

ル 

Ｎｉｋａ Ｋｒｉžｎａｒ 
銀メダ

ル 

Ｅｍａ Ｋｌｉｎｅｃ ５位 

Šｐｅｌａ Ｒｏｇｅｌｊ ９位 

男子ノー

マルヒル 

Ｐｅｔｅｒ Ｐｒｅｖｃ ４位 

Ｔｉｍｉ Ｚａｊｃ ９位 

Ａｎžｅ Ｌａｎｉšｅｋ １３位 

Ｌｏｖｒｏ Ｋｏｓ ２８位 

混合団体 

Ｎｉｋａ Ｋｒｉžｎａｒ 

Ｔｉｍｉ Ｚａｊｃ 

Ｕｒšａ Ｂｏｇａｔａｊ 

Ｐｅｔｅｒ Ｐｒｅｖｃ 

金メダ

ル 

男子ラー

ジヒル 

Ｔｉｍｉ Ｚａｊｃ ６位 

Ｐｅｔｅｒ Ｐｒｅｖｃ １０位 

Ｌｏｖｒｏ Ｋｏｓ  １１位 

Ｃｅｎｅ Ｐｒｅｖｃ  １２位 

男子団体 

Ｌｏｖｒｏ Ｋｏｓ 

Ｃｅｎｅ Ｐｒｅｖｃ 

Ｔｉｍｉ Ｚａｊｃ 

Ｐｅｔｅｒ Ｐｒｅｖｃ 

銀メダ

ル 

クロス

カントリ

ー 

女子 １０

ｋｍ クラ

シカル 

Ａｎａｍａｒｉｊａ Ｌａｍｐｉč １７位 

Ａｎｉｔａ Ｋｌｅｍｅｎčｉč   ６２位 

Ａｎｊａ Ｍａｎｄｅｌｊｃ   ６６位 

Ｎｅžａ Žｅｒｊａｖ ７１位 

女子スプ

リント・フ

リー 

Ａｎａｍａｒｉｊａ Ｌａｍｐｉč １２位 

女子 ７．

５ｋｍ ＋ 

７．５ｋｍ 

スキーア

スロン 

Ｎｅžａ Žｅｒｊａｖ ５５位 

女子団体

スプリン

ト・クラシ

カル 

Ａｎａｍａｒｉｊａ Ｌａｍｐｉč 

Ｅｖａ Ｕｒｅｖｃ 
１４位 

男子 １５

ｋｍ クラ

シカル 

Ｍｉｈａ Ｌｉčｅｆ ５５位 

Ｖｉｌｉ Čｒｖ ６９位 

Ｍｉｈａ Šｉｍｅｎｃ ７１位 

男子１５ｋ

ｍ ＋ １

５ｋｍ ス

キーアス

ロン 

Ｍｉｈａ Ｌｉčｅｆ ５６位 

男子スプ

リント・フ

リー 

Ｖｉｌｉ Čｒｖ ４２位 

Ｍｉｈａ Šｉｍｅｎｃ ４４位 

Ｍｉｈａ Ｌｉčｅｆ ６５位 

Ｊａｎｅｚ Ｌａｍｐｉｃ ７４位 

男子 ４ 

Ｘ １０ｋ

ｍ リレ

ー 

Ｍｉｈａ Šｉｍｅｎｃ 

Ｍｉｈａ Ｌｉčｅｆ 

Ｖｉｌｉ Čｒｖ 

Ｊａｎｅｚ Ｌａｍｐｉč 

最終周

で転

倒：結

果無 

男子団体

スプリン

ト・クラシ

カル 

Ｖｉｌｉ Čｒｖ 

Ｍｉｈａ Šｉｍｅｎｃ 
１１位 

女子 ３０

ｋｍ マス

スタート・

フリー 

Ｎｅžａ Žｅｒｊａｖ ５３位 

Ａｎｉｔａ Ｋｌｅｍｅｎčｉč ５９位 

パラリンピック大会 

アルペ

ンスキ

ー 

男子大回

転（座位） 

Ｊｅｒｎｅｊ Ｓｌｉｖｎｉｋ １３位 

男子回転

（座位） 

Ｊｅｒｎｅｊ Ｓｌｉｖｎｉｋ 途中棄

権 
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スロベニア日本国大使館 
電話：＋３８６－１－２００－８２８１又は８２８２、Ｆａｘ：＋３８６－１－２５１－１８２２、Ｅｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｓ２．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ 

Ｗｅｂ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｉ．ｅｍｂ－ｊａｐａｎ．ｇｏ．ｊｐ／ｗｅｂｓｉｔｅ＿ｊｐ／ｉｎｄｅｘ＿ｊ．ｈｔｍｌ 

●本資料は、スロベニアに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。新たに配信を希望される方、あ

るいは今後配信を希望されない方は、以下のメールアドレスにご連絡ください。 

 ｉｎｆｏ＠ｓ２．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ 

★在スロベニア日本国大使館のフェイスブックもご覧ください！ 

スロベニアにおける日本の外交活動、文化行事のお知らせ等の情報を随時発信しております。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆａｃｅｂｏｏｋ．ｃｏｍ／Ｅｍｂａｓｓｙ．ｏｆ．Ｊａｐａｎ．ｉｎ．Ｓｌｏｖｅｎｉａ 

★スロベニア人向けニュースレター「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」のご紹介 

当館では、毎月スロベニア人向けに日本紹介のニュースレター「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ （Žｉｖｌｊｅｎｊｅ ｎａ Ｊａｐｏｎｓｋｅ

ｍ）」をスロベニア語で発信しています。今年は各都道府県に焦点を当てて、各地の歴史・産業・観光・物産品等を

紹介してまいります。このニュースレターは当館のホームページでも公開しておりますので、どうぞご覧下さい。ｈｔｔｐ

ｓ：／／ｗｗｗ．ｓｉ．ｅｍｂ－ｊａｐａｎ．ｇｏ．ｊｐ／ｉｔｐｒ＿ｓｉ／Ｚｉｖｌｊｅｎｊｅ＿ｎａ＿Ｊａｐｏｎｓｋｅｍ．ｈｔｍｌ 

 

【領事班からのお知らせ】 

●海外に住んでいる人が、外国にいながら国政選挙に投票できる制度を「在外選挙制度」といい、これによる

投票を「在外投票」といいます。在外投票ができるのは、日本国籍を持つ１８歳以上の有権者で、在外選挙人

名簿に登録され、在外選挙人証を持っている人です。在外選挙人証の申請から受け取りまでには通常２か月

程度の期間を要しますので、早めの申請を行ってください。 

●当館は、令和４年４月１日から、在外選挙人登録申請の際の本人出頭を免除する特例措置を開始していま

す。遠隔地にお住まいの方や在外選挙人登録申請のために来館できない特別な事情がある方など、一定の

条件を満たす方は、ビデオ通話を通じて本人確認及び事前に送付又は託送された提出書類の原本確認を行

うことによって、来館いただくことなく、在外選挙人登録申請ができます。 

【当館ＨＰ】ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｉ．ｅｍｂ－ｊａｐａｎ．ｇｏ．ｊｐ／ｉｔｐｒ＿ｊａ／００＿００００９２．ｈｔｍｌ 

●スロベニアに９０日以上滞在される方は、在留届を提出してください。また、ご提出いただいている「在留届」

について、住所変更や同居家族の帰国等、記載事項に変更が生じた場合には変更届を、第３国への転出や

日本への帰国の際には転出・帰国届をご提出いただきますようお願いいたします。 

【外務省オンライン在留届】： ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅｚａｉｒｙｕ．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ／ 

●新型コロナウイルス：引き続き最新情報を入手し、感染予防に努めてください。当館ＨＰでは、新型コロナウ

イルスに関するスロベニアの出入国規制などについてまとめたものを公開していますのでそちらもご覧くださ

い。なお、規制は突然変更となる場合がありますので、最新情報についてはスロベニア当局にご確認いただく

ようお願いいたします。 

【当館まとめページ】ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｉ．ｅｍｂ－ｊａｐａｎ．ｇｏ．ｊｐ／ｉｔｐｒ＿ｊａ／１１＿０００００１＿０００２７．ｈｔ

ｍｌ 

 

【参考情報】 

１．外務省海外安全ホームページ 

本サイトでは、各国・地域での新型コロナウイルスの発生状況、新型コロナウイルス（日本からの渡航者・日本

人に対する各国・地域の入国制限措置及び入国・入域後の行動制限）等の情報を掲載しています。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ａｎｚｅｎ．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ／ 

 

２．たびレジ簡易登録 

本サービスは、メールアドレスとメール配信を希望する国・地域を選択するだけで、当該在外公館から領事メー

ルを受信することが出来ます。ぜひご活用下さい。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｅｚａｉｒｙｕ．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ／ｔａｂｉｒｅｇ／ｓｉｍｐｌｅ／ｒｅｇｉｓｔｅｒ 

 

 

３．スロベニア国立公衆衛生局は、国内状況や感染予防の方法等について公開しています。 
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ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｎｉｊｚ．ｓｉ 

（主にスロベニア語） 

４．スロベニア政府が、新型コロナウイルスに関する特設サイトを開設しました。コロナウイルスに関連した保

健省の特設電話番号はこちらに掲載されています。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｇｏｖ．ｓｉ／ｅｎ／ｔｏｐｉｃｓ／ｃｏｒｏｎａｖｉｒｕｓ－ｄｉｓｅａｓｅ－ｃｏｖｉｄ－１９／ 

 

５．新型コロナウイルス感染症に備えて ～一人ひとりができる対策を知っておこう～（首相官邸） 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｋａｎｔｅｉ．ｇｏ．ｊｐ／ｊｐ／ｈｅａｄｌｉｎｅ／ｋａｎｓｅｎｓｈｏ／ｃｏｒｏｎａｖｉｒｕｓ．ｈｔｍｌ 

 

６．新型コロナウイルス感染症に関する情報について（厚生労働省）ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｍｈｌｗ．ｇｏ．ｊｐ／ｓｔｆ／

ｓｅｉｓａｋｕｎｉｔｓｕｉｔｅ／ｂｕｎｙａ／００００１６４７０８＿００００１．ｈｔｍｌ 

 

７．リュブリャナ空港ホームページ 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆｒａｐｏｒｔ－ｓｌｏｖｅｎｉｊａ．ｓｉ／ｅｎ．ｈｔｍｌ 

 

８．スロベニア政府の下記のツイッターアカウント等で、随時情報発信が行われておりますので、こちらもご確

認ください。 

●政府（英語）：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｇｏｖｓｌｏｖｅｎｉａ 

●政府（スロベニア語）：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｖｌａｄａｒｓ 

（英語版と若干内容が異なります。） 

●外務省：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｍｚｚｒｓ 

（主にスロベニア語） 

●保健省：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｍｉｎｚｄｒａｖｊｅ 

（主にスロベニア語） 

 

【広報文化班からのお知らせ】 

●第１０回ジャパン・デー開催予定日決定 

 日本の祭「第１０回ジャパン・デー」の開催日程を決定いたしました。これまでとは心機一転、会場を移転して

の開催となる予定です。乞うご期待！ 

○開催予定日：６月１１日 

○会場：当館ロビー及び当館前広場（ツインタワーの間） 

 

●スロベニア語字幕付Ｊａｐａｎ Ｖｉｄｅｏ Ｔｏｐｉｃｓ配信中 

 当館ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルにおいて、日本の文化や技術を紹介するＪａｐａｎ Ｖｉｄｅｏ Ｔｏｐｉｃｓのスロベニア語

字幕版（英語音声）を配信しております。 

Ｅｍｂａｓｓｙ ｏｆ Ｊａｐａｎ ｉｎ Ｓｌｏｖｅｎｉａ － ＹｏｕＴｕｂｅ 

 

●最新情報は、当館フェイスブックでチェック！ 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆａｃｅｂｏｏｋ．ｃｏｍ／Ｅｍｂａｓｓｙ．ｏｆ．Ｊａｐａｎ．ｉｎ．Ｓｌｏｖｅｎｉａ／ 


